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●金属材料の弾塑性変形、工具の負荷状態・変形が算出可能です。
●加工機内の材料の流れ、応力・ひずみ状態が視覚的に伝えられます。
●接触が少なく不安定な加工のロール成形・回転成形に対応できます。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

金属製品を造る手法の一つに“塑性加工”があります。これは金属に
大きな力を加えて変形させる加工法です。飲料水の缶や、金属パイ
プ、自動車や航空機の部品、ビルや橋梁の構造材など、あらゆる製品
の成型方法として塑性加工が
用いられています。この塑性
加工のメカニズムをCAEの
技術で解明し、成形不良の原
因の解明や、効率的な新しい
加工法の開発を行っていま
す。「製品を"うまいこと造る"
方法」を実現しています。

【研究シーズの概要】

●成形不良問題の原因解明と改善策の提案
●工程設計のための実験の試行錯誤がなくなりコストの削減が可能
●新しい加工法の開発のためのコストの削減

【産業界での展開・用途】

研究分野：工学（機械工学）

KeywordKeyword 塑性加工／有限要素シミュレーション／ロール成形塑性加工／有限要素シミュレーション／ロール成形

塑性加工プロセスのシミュレーションによる
新しい生産技術の開発

【研究シーズテーマ】

工学部 知能機械工学科 教授 長町 拓夫
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